
1 

調査業務仕様書 

 

 本調査業務仕様書は、海岸防災林における松くい虫被害が急激に増加・拡大していること

を踏まえ、今後の海岸防災林の維持・再生に向けた基本的方針を検討するとともに、東北森

林管理局に設置される「海岸防災林の維持・再生に関する検討会」の運営補助を行うことを

目的とした調査の内容を示したものである。 

 なお、本業務は全体計画の作成業務を準用して設計しており、以下に特段の定めがない事

項については、「森林整備保全事業調査、測量、設計及び計画業務標準仕様書（制定：平成29

年3月30日付け28林整計第380号林野庁長官通達）」によるものとする。 

 

区 分 内            容 

１ 予備調査 

 （共通事項） 

【内業】 

事業対象地の調査方針策定のため、既存の調査・研究・被害対策

結果等の資料を収集し、自然的特性、松くい虫被害状況・全国の被

害対策状況等の概略を把握する。 

 

 

２ 空中写真等判読、 

資料作成 

【内業】 

松くい虫被害状況の推移について、空中写真等の判読調査・比較

により確認する。 

 

 

３ 総合検討及び基本方針

の策定 

【内業】 

各調査項目の調査結果に基づいて、松くい虫被害の推移・既往の

被害対策の検証等を行い、事業対象地における整備目標及び整備水

準等について総合的に分析・検討し、整備方針を策定する。 

 

 

４ 全体計画の策定 【内業】 

（1）基本事項の策定 

整備の対象とする現象である松くい虫被害について、既往の対策

結果、調査結果及び気温・降雨・降雪等の天然現象の状況を踏まえ

た抑止・抑制又は改善しようとする水準等の整備目標の設定を図

り、併せて公益的機能発揮等の効果・便益等を含めた基本事項を策

定する。 
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【内業】 

（2）森林整備計画 

松くい虫被害による荒廃森林、公益機能の低下又は機能の高度発

揮が阻害されている保安林等を対象として、整備する目標林型の設

定を図り、整備面積及び種類・方法等の造成計画を策定するととも

に、造成基礎工の必要性について検討・計画する。 

併せて、目標林型を維持するための保育管理計画を策定する。 

 

 

５ 全体計画図の策定 【内業】 

計画対象区域、松くい虫被害等の現況、整備計画量、治山施設及

び森林整備箇所の配置、施工の優先順位等、一体的に明示した図面

を作成する。 

 

６ 照査 【内業】 

計画・立案した内容が調査目的に合致しているか、設計や工事等

に十分に役立つか等について、調査着手時、調査の中間、成果品提

出前の各段階において総合的に照査を行うとともに、図表や説明

文、数量及び概算工事費等に誤りがないか確認する。 

 

７ 報告書等の作成 【内業】 

調査目的・項目・方法及び調査収集資料の総合的な分析・検討を

踏まえ、計画策定の基本方針並びに計画等の内容・調査結果の提言

等について取りまとめる。※ 

 

 

８ 検討会運営補助 【外業、内業】 

(1)検討会連絡調整 

検討委員との連絡及び各種調整 

 

(2)検討会資料作成 

 

(3)検討会運営補助 

検討会開催準備～開催・進行～片付け 

 

９ 打合せ協議 発注者側と６回以上打ち合わせ協議を行う 

 

 


